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株主の皆様には、平素より格別のご高配を
賜わり厚くお礼申し上げます。
「株主通信」を皆様にお届けするにあたり、
一言ごあいさつ申し上げます。

代表取締役社長

　当連結会計年度におけるわが国経済は、デフレ
脱却に向けた金融緩和や経済対策効果によって
輸出関連産業などを中心に企業収益が改善するとと
もに、個人消費や設備投資などにも持ち直しの動きが
広がり、全体としては次第に緩やかに回復してまいり
ました。
　このような状況の下、当社グループは、社会から
信頼される企業であり続けること、成長分野に対して
は高度な加工技術と機能材料によるソリューションを

株主の皆様へ

売上高の推移
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（単位:百万円）

連結： 通期 単体： 通期第2四半期累計 連結： 通期 単体： 通期第2四半期累計 連結： 通期 単体： 通期第2四半期累計

営業利益の推移 （単位:百万円） 経常利益の推移 （単位:百万円）
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提供できる技術優位な企業集団であること
を基本理念に、「国内市場は量」「海外市
場は質」を事業戦略とする第四次中期経
営計画（平成25年度から平成27年度）をス
タートさせました。
　この方針に則り、細やかな拡販努力を
重ねた結果、当連結会計年度の売上高は
906億5千2百万円（前年同期比5.5%増）と
なりました。しかし、利益面につきましては、
建材事業の赤字幅が大幅に縮小したもの
の、円安に伴う原材料価格の上昇や製品単
価の下落などの影響により、営業利益は20
億1千万円（前年同期比20.1%減）、経常利
益は20億1千万円（前年同期比15.9%減）
となりました。当期純利益は前年同期のよう
な特段の特別損失の計上がなかったことか

ら16億5百万円（前年同期比1.8%増）とな
りました。
　当社グループでは全社を挙げて建材事業
の品質保証体制の改革に取り組んだ結果、平
成25年6月にパーティクルボードのJ I S
認証を再取得いたしました。残る当社の対処
すべき課題は建材事業を早期に黒字化する
ことであります。また、第四次中期経営計画
において計画最終年度での数値目標は、売上
高937億円、営業利益37億5千万円を掲げて
おります。当社グループはこの達成に向けて
注力してまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも
変わらぬご支援とご指導を賜わります様お願い
申し上げます。

平成26年3月
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事業別概況（連結）
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合成樹脂
事業

新規材料
事業

農業向けマルチフィルムや産業資材用フィルムを
中心に販売数量が増加したため、売上高は507億
2千8百万円（前年同期比2.6%増）となりましたが
営業利益は汎用品を中心に取り扱う子会社において、
円安に伴う原材料価格上昇分の転嫁が特に遅れた
ことから24億7千1百万円（前年同期比28.7%減）
となりました。

スマートフォンやタブレット端末向け光学フィルム
の販売数量が増加したため、売上高は278億5千
4百万円（前年同期比9.0%増）となりましたが、営業
利益は利益率の高い製品が伸び悩んだり、製品単価
が下落したことなどの影響により14億9百万円（前年
同期比21.6%減）となりました。

売上高の推移
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（単位:百万円） 営業利益の推移 （単位:百万円）
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建材
事業

その他

平成25年6月のJIS認証再取得以降、パーティ
クルボードの販売数量が徐々に回復したため、売上
高は63億9千9百万円（前年同期比10.8%増）とな
りました。営業損失は、前期に計上したJIS認証取消
しに伴う在庫処分などの一過性の損失がなくなっ
たことに加え固定費の削減などに努めた結果、5億
8千8百万円（前年同期比9億2千3百万円改善）と
なりました。

木材加工（プレカット）事業及び情報処理システム
開発事業が順調に売上を伸ばしました。

この結果、売上高は56億7千万円（前年同期比
10.2%増）、営業利益は4億3千万円（前年同期比
30.8%増）となりました。

売上高の推移 （単位:百万円） 営業損失の推移 （単位:百万円）
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※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

▲オークラ情報システム ※[鑑査レンジ]

※[鑑査レンジ]はカメラで撮影した画像と薬品マスタの画像照合に
　よりチェックを行う、新たな鑑査システムです。調剤業務の安心と
　安全をサポートします。
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当社は昨年よりスタートさせた第四次中期経営計画の柱でもある新規材料事業部と

新規材料事業では急拡大する液晶

パネル市場に向けて光学フィルム製造

一貫ラインを有する新工場(Ｇ棟)を建設し

ました。Ｇ棟は光学フィルムの第2の製造拠

点として本年1月より稼働を始めました。

Ｇ棟は鉄骨二階建て、延べ床面積は

10,426.67平方メートル。新規材料事

業部が有する新樹脂の製造加工技術と知

見は、R&Dセンターでの開発時代も含めると業界トップレベルにあります。これまでの主力である

COP位相差フィルムに加え、今般新樹脂フィルム製造ラインを増強したことで、光学フィルム分野で

の当社のプレゼンスをさらに高めてまいります。

新樹脂を用いたこのフィルムは従来本社地区で製造していました

が、今後予想される南海トラフ地震に備えるＢＣＰ（事業継続計画）の

観点から津波リスクなどを考慮し、新工場は本社から約15km、標高

150mの内陸部の仲南工場内に建設しました。

トピックス

 新規材料事業部G棟
 (香川県仲多度郡まんのう町)

新工場建設のご紹介

仲南工場

本　社

関西オークラの新工場建設をご紹介します。
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当社は昨年よりスタートさせた第四次中期経営計画の柱でもある新規材料事業部と

食品・メディカル向けフィルム製造子会社である関西オークラに新工場を建設中です。新工場は

19億円を投じ、昨年8月に着工し、本年4月に生産開始予定です。新工場は鉄骨二階建て延べ床

面積は7,994.87平方メートル。

新工場建設は食品や薬品包装用フィルムの最新工場として各食品ユーザー様等のご要求に対

応できる衛生環境を整えており、高付加価値領域の深耕に取り組み市場競争に打ち勝つことを見

据えています。また、需要地に対する

最適生産体制を構築する一環であ

り、生産能力を増強し、お取引先の拡

大を図ります。

関西オークラ (滋賀県東近江市)

株式会社
関西オークラ

関西オークラの新工場建設をご紹介します。
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連結財務諸表

連結貸借対照表の要旨 （単位：百万円）

科　目 93期
平成24年12月31日現在

94期
平成25年12月31日現在

資産の部

流動資産 42,284 45,238

　現金及び預金 7,440 7,838

　受取手形及び売掛金 25,290 27,093

　その他 9,552 10,306

固定資産 42,845 45,492

　有形固定資産 35,385 36,392

　無形固定資産及び投資その他 7,460 9,098

資産合計 85,129 90,730

負債の部

流動負債 36,674 39,190

固定負債 14,446 15,080

負債合計 51,121 54,270

純資産の部

株主資本 33,398 34,333

　資本金 8,619 8,619

　資本剰余金 9,068 9,068

　利益剰余金 16,343 17,463

　自己株式 △632 △817

その他の包括利益累計額 609 2,126

純資産合計 34,008 36,459

負債純資産合計 85,129 90,730

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

 1

　手形割引を休止したことを主因に受取手形
及び売掛金が18億2百万円増加したため流
動資産は29億5千4百万円増えました。

流動資産

　手形割引を休止し、一部を短期借入金にシフ
トしたことにより同借入金が7億2千5百万円
増加したことや、支払手形や買掛金の増加な
どにより流動負債は25億1千5百万円の増加
となりました。

流動負債

　有形固定資産は設備投資額の増加により10億
7百 万 円 増 えました。無 形 固 定 資 産 及 び 投
資その他は、投資有価証券の時価評価額増加
により16億3千9百万円増えました。
　これらにより固定資産は26億4千6百万円
増えました。

固定資産

Point  1

Point  2

Point  3

　その他有価証券評価差額金の増加12億1千
4百万円及び利益剰余金の増加11億2千万円に
より純資産は24億5千1百万円増加しました。
　これに伴い自己資本比率は0.3ポイント上昇して
40.2%となりました。

純資産Point  4

自己資本比率の推移
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連結損益計算書の要旨 （単位：百万円）

科　目
93期

平成24年 1月1日から
平成24年12月31日まで

94期
平成25年 1月1日から
平成25年12月31日まで

売上高 85,909 90,652
　売上原価 74,248 79,709
　販売費及び一般管理費 9,143 8,932
営業利益 2,517 2,010
　営業外収益 353 455
　営業外費用 481 456
経常利益 2,389 2,010
　特別利益 73 249
　特別損失 599 129
税金等調整前当期純利益 1,864 2,129
法人税、住民税及び事業税 300 208
法人税等調整額 △14 316
少数株主損益調整前当期純利益 1,577 1,605
当期純利益 1,577 1,605

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書の要旨 （単位：百万円）

科　目
93期

平成24年 1月1日から
平成24年12月31日まで

94期
平成25年 1月1日から
平成25年12月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,512 3,799

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,855 △3,857

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,062 388

現金及び現金同等物に係る換算差額 61 104
現金及び現金同等物の増減額

（△は減少） △343 434

現金及び現金同等物の期首残高 7,747 7,403

現金及び現金同等物の期末残高 7,403 7,838

（注）記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。

（

営 業 利 益 は 原 材 料 価 格 上 昇 分 の 転 嫁 が
遅れたことなどから5億7百万円減少しました
が、経 常 利 益 は 為 替 差 益により3億7千9百
万円の減少となりました。

特別損失が減少する一方で特別利益が増加し
たことにより税金等調整前当期純利益は2億6
千5百万円増加しましたが、法人税等調整額に
ついては繰延税金資産の取り崩しが3億1千6
百万円発生したため、当期純利益は2千7百万
円の増加となりました。

経常利益

当期純利益

Point  5

Point  6

 5

 6

 7

営業活動により増加した資金が大幅に減少
し、財務活動によるキャッシュ・フローが増加
に転じた理由には、当連結会計年度において
手 形 割 引(前連結会計年度における受取手形
割引高24億1千8百万円）を休止したことによ
る影響が含まれております。

連結キャッシュ・フローPoint  7
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日本の中心でありかつ最大の市場である関東地方をエリアに持つ当社の社長に就任することに
なり、改めて責任の重さを痛感するとともに心引き締まる思いです。

現在、当社の事業を取り巻く環境は、原材料価格の上昇等で非常に厳しい状況下にありますが、事業
環境がどうであれ、当社が今後もお客様に信頼され、発展を遂げていくためには『お客様のニーズや
ウォンツを的確にキャッチしソリューションを提供し続けること』であると確信しております。
「より良いものをより安く提供する」ことを基本に、その中でお客様から「こんなフィルムができな

いか」と声をかけていただける、信頼感のある会社にしていきたいと思っています。そのためには、
衛生環境、品質管理体制の強化はもちろん、「あったらいいな」を実現する製品開発にも、大倉工業と
連携しつつ力を入れていきたいと考えています。

お客様のご要望に応え、ソリューションを提供しつつ、お客様もともに発展していただける、そんな関東
オークラを目指してまいりますので、今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

大倉工業合成樹脂事業部のグループ会社である関東オークラ、OKプロダクツ岡山、オークラプロダクツ香川の3社
に新社長が就任しました。新社長3人の意気込みを紹介します。

「お客様の要望に沿った事業を目指して」

株式会社 関東オークラ
代表取締役社長　今村 武司

本年は第四次中期経営計画の２年目にあたり、合成樹脂事業部の基本方針である｢量の拡大と不採
算事業・製品の再構築｣を進める最中に、社長就任となり責任の重さを痛感しております。

当社はコモディティ製品のＯＫ袋等の既製品を主に製造していますが、製造販売会社として大倉
工業グループの経営理念である「人ひとりを大切に」「地域社会への貢献」「お客様を第一に」を目指し
ます。製造現場では従業員とともに徹底した品質管理ならびに歩留りと生産性の向上を推進すること
で、お客様に満足していただける「高品質で低価格な製品」を提供し、信頼される企業となるよう努力し
てまいります。

また、現在は円安による原材料の高騰、消費増税など非常に厳しい外部環境ですが、経営者として、
管理監督者をはじめ従業員一人ひとりが当事者意識を持ち、利益を生み出す改革、仕組みづくりを
実践して、地域住民と共存共栄しながら永続する企業となるよう熱意をもって取り組む所存です。

「信頼され永続する企業を目指して」

株式会社 OKプロダクツ岡山
代表取締役社長　谷 彰久

私は、これまで40年の長きにわたりインフレーション成形の製造部門に携わってきました。今後はこ
の経験を活かしながらオークラプロダクツ香川の代表取締役社長という重責を果たしたいと考えて
います。これまでの経験以上に多くの従業員を任され責任の重大さを感じ、身の引き締まる思いで
あります。

また、昨今の円安・原油高で原材料が高騰している厳しい環境の中で、製造という物作りの立場と
しての舵取りは、私にとりましてもこれまで経験の無い領域に踏み込む必要があるものと考えており
ます。しかしながら急速な円安は逆に輸入品の高騰を招き、当社製品が海外品との競争力を増すこと
にもなります。こうした状況を当社にとっては追い風と捉え、この変化をプラス材料とするとともに、
世界経済の変動に順応できる物作りの基盤を作り上げてまいりたいと考えております。

「環境の変動に順応できる物作りを」

株式会社 オークラプロダクツ香川
代表取締役社長　宮崎 章
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グループ会社 新社長 ごあいさつ
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社 名 大 倉 工 業 株 式 会 社

設 立 昭 和 22年7月11日

資 本 金 8,619,616,071円

業 務 内 容
● 各種ポリエチレン製品及びポリプロピレン製品の

製造販売

● 光学機能性フィルム等の製造販売

● 加工合板、パーティクルボード及び加工ボード等の
製造販売

発行可能株式総数 140,108,000株

発行済株式の総数 62,074,351株

株主数 6,510名

株主名 持株数（千株）持株比率（％）

住友化学株式会社 4,818 8.07

株式会社中国銀行 2,911 4.88

オークラ共栄会 2,391 4.01

日本生命保険相互会社 2,070 3.47

株式会社百十四銀行 1,920 3.22

住友林業株式会社 1,579 2.65

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 1,491 2.50

三井住友海上
火災保険株式会社 1,358 2.28

JSR株式会社 1,317 2.21

大倉工業従業員持株会 1,292 2.17

（注）当社は自己株式2,394,054株を所有しておりますが、上記大株主から除いて
　　おります。また持株比率は自己株式を控除して計算しております。

代 表 取 締 役 社 長 髙　濵　　和　則
代表取締役常務取締役 長　尾　　和　任
代表取締役常務取締役 豊　田　　員　史
取 締 役 田　中　　祥　友
取 締 役 神　田　　　　進
取 締 役 山　田　　和　裕
取 締 役 上　原　　英　幹
常 勤 監 査 役 行　天　　　　武
監 査 役 眞　鍋　　　　清
監 査 役 馬　場　　俊　夫
監 査 役 町 田 研 一 郎

（注）監査役のうち、眞鍋清、馬場俊夫、町田研一郎の3氏は、会社法
　　第2条第16号及び第335条第3項に定める社外監査役であります。

役員 （平成26年3月25日現在）

株式の状況 （平成25年12月31日現在）

大株主（上位10位） （平成25年12月31日現在）

会社概要 （平成25年12月31日現在）

会社情報 / 株式情報
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当社ホームページでも、最新のIR情報をご案内しております。

http://www.okr- ind.co.jp

決 算 期 毎年12月31日

定 時 株 主 総 会 毎年3月

株 主 確 定 基 準 日 定時株主総会 12月31日
（その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。）
剰余金の配当  期末配当  12月31日　中間配当を行う場合  6月30日

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　　三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 大阪市中央区北浜四丁目5番33号　　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063
東 京 都 杉 並 区 和 泉 二 丁 目 8 番 4 号 　　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社ホームページ（http://www.okr-ind.co.jp）に掲載いたします。ただし電子公告による
ことができない事故やその他のやむを得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所市場第1部

住所変更、単元未満株式の買取等のお申し出先について

株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座
の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

未払配当金の支払いについて

株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社
にお申し出ください。

株主メモ
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